
 

平成２９年１月２５日 

登録美術品の登録について 
 

 

 

 

詳しくは，別添１「今回の登録美術品について」を御覧ください。 

なお，今回登録される１件の美術品は，今後，東京国立博物館において公開される予定です。 

 

 

 

○登録美術品制度について（詳細は別添２） 

本制度は，「美術品の美術館における公開の促進に関する法律」に基づくものであり，個人や

法人が所有する優れた美術品を文化庁長官が登録美術品として登録し，美術館で積極的に公開す

ることにより国民の美術品を鑑賞する機会を拡大することを目的としています。 

所有者には，登録された美術品について，美術館で安全かつ適切な保管がなされることや，美

術品による相続税の物納が容易になることなどの利点があり，これまでに７１件８,３８２点の

美術品が登録されています。 

 

 

 

 

 

このたび，「美術品の美術館における公開の促進に関する法律」に基づき，１件の美術品が登録

美術品として登録されましたので，お知らせします。 

＜担当＞ 文化庁文化財部美術学芸課 

  課  長   萬谷 宏之（内線 2884） 

  美術館･歴史 
博物館室長 

  課長補佐   吉野 孝行（内線 3102） 

    美術品登録調査官    松本 純子（内線 3152） 

  振興係長    福島 俊輔（内線 2833） 
 

    電話：03－5253－4111（代表） 

       03－6734－2834（直通） 

山下  登 （内線 4795） 
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別添１

今回の登録美術品について

１ 所 有 者 ： 個人

２ 登 録 日 ： 平成２９年１月２５日

３ 公開美術館（予定） ：東京国立博物館（東京都台東区）

※公開のスケジュールは同館において決定されます。

４ 登録美術品の概要 ：

登録 美術品の名称 種類 制作時期 員数

番号

72 絵画 室町時代 2幅紙本墨画寒山拾得図
しほんぼくがかんざんじつとくず

（14世紀）
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【登録番号７２】

作品名： 紙本墨画寒山拾得図
し ほ ん ぼく が かんざんじつとく ず

員数： ２幅

法量・形状等： 掛幅装， 寸法 各88.7㎝×34.0㎝，

制作時期： 室町時代 （１４世紀）

制作者： 伝 可翁

説明：

道 釈人物画を多く遺す可翁筆と伝えられる作品で，寒山と拾得を各幅に描く。本作品は，
どうしやくじんぶつ が か おう かんざん じつとく

可翁（生没年不詳）は１４世紀前期～中期頃に活躍したと推定される画人で，我が国の初

期水墨画を代表する存在である。その実体は不明で，禅僧・可翁宗然であるという説や，名
か おうそうねん

の一部に「賀」を用いる詫磨派の絵師であるとの説などがある。
た く ま は

寒山・拾得は，中国の唐代に天台山国清寺に住んだ伝説の人物で，奇行に満ちた脱俗

の人物として，禅宗の画僧が好んで画題とした。
が そう

本作は，崖下に立ち，手に広げた巻物に視線を落とす寒山と，樹下で横向きに立ち，爪の

伸びた手を胸前で合わせる拾得を，各幅に墨のみで描く。拾得の足下，図右下には箒が立
ほうき

て掛けられている。可翁筆とされる寒山拾得図は複数知られるが，本作の拾得図は，国宝

指定本やフーリア美術館所蔵本の寒山図と近似する図様である。

寒山・拾得ともに敝衣蓬髪で，上衣の衣文線は濃墨で簡略に描かれ，腰蓑や樹木・崖は
へ い いほうはつ

淡墨を用い，粗い筆致で描かれる。面貌は細線で描き，外暈が施される。細い目元は怪異
そとぐま

な印象を与える。また，「可翁」「仁賀」の朱文方印は，寒山図は図左下に，拾得図は図右下

に捺されている。
お

本作品は，我が国の初期水墨画の作例として貴重であるとともに，実体の明瞭でない可

翁を考える上でも重要な資料である。
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(寒山図)
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（拾得図）
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  制度発足の経緯  
 

 近年，我が国において美術に対する人々の関心が高まり，美術館が増加するとともに，美術館を訪れる人数も増

加している。一方，国内には優れた美術品が数多く存在すると思われるが，それらがすべて美術館において一般公

開されているわけではなく，必ずしも十分に活用されないままになっていると思われる。 

 このような状況を踏まえ，国民の優れた美術品を鑑賞する機会の拡大を目的として，平成１０年６月に「美術品

の美術館における公開の促進に関する法律」が公布され，同年１２月の施行により登録美術品制度が発足した。こ

れまでに７１件（８,３８２点）の美術品が登録された。（平成２９年１月１現在） 

 なお，登録美術品制度の特例措置である相続税について，平成１８年に初めて登録美術品で物納がなされた。ま

た，平成２４年にも２例目となる物納が行われている。登録美術品であった作品は物納後，引き続き契約美術館に

おいて公開され，活用が図られている。 

 

 

  制度概要  
 

 優れた美術品（※1）を文化庁長官が登録し，美術館（※2）において公開することにより，国民の優れた美術品

を鑑賞する機会の拡大を促進する。 

 

(1) 美術品の登録 

   美術品の所有者からの登録の申請に基づき，文化庁長官が有識者の意見を聴取した上で登録の可否を決定。 
 

(2) 登録基準 

   「重要文化財に指定されたもの」若しくは，「世界文化の見地から歴史上，芸術上又は学術上特に優れた価

値を有するもの」のいずれかに該当するもの。後者については，「我が国の国立美術館・博物館のコレクシ

ョンの主要な部分を構成しうる価値を有する」作品。 
 

(3) 登録美術品公開契約の締結 

   所有者は，登録美術品を公開する美術館と「登録美術品公開契約」を締結。契約は 5年以上にわたって有効

であること及び一方的に解約できないこと等を規定。（寄託よりも安定した公開が可能） 
 

(4) 相続税の物納の特例措置 

    相続税を納付する際，登録美術品による物納を希望する場合は，物納が認められる優先順位が，一般の美術

品の第３位から国債や不動産と同等の第１位となり，物納が容易となる。 

 

 

 

（※1）絵画，彫刻，工芸品のほか書籍，典籍，古文書などの文字資料，考古資料，歴史資料など 

（※2）博物館法で規定する登録博物館及び博物館相当施設のうち美術品の公開及び保管を行うもの

別添２ 
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  登録美術品の利点  
 

(1) 所有者の利点 

   ①美術品を「美術品のプロ」である美術館に任せられ，手元に置いておくより安心 

美術品所有者はこの登録美術品制度により，登録美術品を契約美術館において専門家の手により安全か

つ適切に保管，管理してもらうことができる。 

   ②相続税の物納の特例措置 

登録美術品の所有者が個人の場合は，相続が発生した場合，相続税について，登録美術品で物納しやす

くなる。 

相続税法上，相続税を金銭で納付することが困難な場合，金銭以外の相続財産で相続税を納付できるも

のとされているが，その際の優先順位は， 

      第１順位 国債及び地方債又は不動産及び船舶 

      第２順位 社債及び株式 

      第３順位 動産 

であり，一般の美術品は第３順位の動産に含まれる。しかし，登録美術品を相続した場合には，一般の

美術品とは異なり，物納の優先順位が国債や不動産等と同等の第１順位となり，登録美術品で物納する

ことが容易となる。 

 

(2) 契約美術館の利点 

   ①安定した公開が可能 

公開契約は，５年以上有効でありまた当事者が一方的に解約の申入れをすることができないことから，

一定期間所蔵品と同様に安定かつ計画的に管理，保管をすることができる。この点で，通常の寄託契約

と大きく異なっている。 

   ②登録美術品が物納された後も継続して公開が可能 

登録美術品が物納された後は，国は契約美術館に優先的かつ継続して無償貸与する予定なので，所蔵品

と同様に継続して公開することが可能。 

 

 

  登録美術品公開までの流れ  
 

 美術品所有者が美術館へ相談（公開について，あらかじめ美術館の同意が必要） 

     ▼ 

 美術品所有者から文化庁に申請（美術館の協力を得て申請書作成） 

     ▼ 

 文化庁の審査（文化庁長官が，美術品に関し広くかつ高い見識を有する者の意見を参考に，登録の可否を決定） 

     ▼ 

  登録の可否を申請者に通知 

     ▼ 

  登録美術品所有者と美術館で公開契約の締結（登録通知を受けた日から３か月以内） 

     ▼ 

  登録美術品の公開（国民の美術品を鑑賞する機会の充実） 

 

 

 

●文化庁ホームページ 登録美術品制度の御案内 

  http://www.bunka.go.jp/seisaku/bijutsukan_hakubutsukan/torokubijutsuseido/ 


